
Gタンパク質共役受容体（GPCR）へのリガ
ンド結合は、Ca2+やcAMPなどの細胞内セカ
ンド・メッセンジャーを蛍光試薬やELISA法
で検出する方法が主流でした。

xCELLigence システムでは、電気抵抗値を
測定することにより、GPCR活性化の結果と
して起こる細胞骨格の変化を細胞の形態変化
として捉えます。したがって、多くのカップ
リング・クラスのGPCRに対する化合物の結
合を、1回のアッセイで同時に、かつラベル
フリーで簡単に評価していただくことが可能
です。

⚫ すべてのカップリング・クラスのGPCR（Gs / Gq / Gi / G12 / G13）に対する化合物
の結合を同時にスクリーニングできます。

⚫ 従来の方法で評価が困難なG12とG13への化合物の結合も測定可能です。

⚫ エンドジニアスなGPCR（非強制発現系）でも測定できます。

⚫ オーファンGPCRのリガンド探索（de-orphaning）にも使用できます。

⚫ アッセイ前の細胞のQCデータ（増殖データ）を取得できるので安心です。

本システムのメリット

測定機のラインナップ

xCELLigence Application flyer ⑫ 低酸素培養実験

様々なGPCR（Gs, Gq, Gi, G12/13など）への
リガンド結合を、1回のアッセイで、

ラベルフリーで簡単に測定します
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＜上図＞

（左）ヒスタミンをCHO細胞に加えた後の電気抵抗値の変化
（矢印が薬剤を加えたタイムポイント）

（右）100nMヒスタミン投与5分後のアクチン染色画像
（ファロイジン染色）
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＜右図＞

（上）ヒスタミン（Gq）をCHO細胞に加えた後の電気抵抗値の変化

（矢印が薬剤を加えたタイムポイント）とEC50値

（中）ドーパミン（Gs）をCHO細胞に加えた後の電気抵抗値の変化

（矢印が薬剤を加えたタイムポイント）とEC50値

（下）セロトニン（Gi）をCHO細胞に加えた後の電気抵抗値の変化

（矢印が薬剤を加えたタイムポイント）とEC50値


